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帰
性
会
の
充
実
を
願
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
県
帰
性
会 副

理
事
長 

 
 
 

児 

玉 

重 

夫    

日
頃
、
更
生
保
護
法
人
「
千
葉
県
帰
性

会
」
に
ご
理
解
ご
支
援
を
頂
き
有
難
く
存
じ

ま
す
。
私
が
帰
性
会
理
事
を
拝
命
し
て
早
く

も
11
年
余
と
な
り
ま
す
。
有
難
い
ご
縁
と

思
う
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。 

実
は
私
の
寺
（
宗
胤
寺
）
の
先
代
住
職
も

か
っ
て
帰
性
会
理
事
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し

た
の
で
帰
性
会
の
名
称
は
知
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
施
設
の
お
仕
事
に
つ
い
て
は
全
く
存

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
事
就
任
を
期
に
施
設

内
の
見
聞
き
等
を
通
し
て
少
し
づ
つ
知
る
様

に
な
り
ま
し
た
。 

思
い
お
こ
せ
ば
そ
の
当
時
、
施
設
長
、
伊

藤
嘉
明
さ
ん
の
施
設
管
理
運
営
、
そ
し
て
不

死
身
と
も
思
え
た
常
務
理
事
、
遠
藤
良
雄
さ

ん
の
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
熱
き
思
い
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
帰
性
会
」
は
そ
の
名

称
の
示
す
と
こ
ろ
、「
人
間
は
本
来
正
し
い

美
し
い
心
（
仏
性
）
を
宿
し
て
生
ま
れ
て
来

て
い
る
。
た
と
い
過
ち
を
犯
し
た
人
と
言
え

ど
も
必
ず
善
良
な
心
（
仏
性
）
に
帰
る
こ
と

が
出
来
る
。」
と
言
う
願
い
が
根
底
に
あ
り

ま
す
。 

現
今
、
社
会
の
情
況
は
時
代
を
背
景
に
変

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
高
齢
化
の
様
相
は

各
分
野
で
例
外
な
く
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

帰
性
会
に
於
い
て
も
入
所
者
の
年
齢
の
巾
は

広
く
若
者
よ
り
高
齢
者
が
多
い
と
聞
く
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
更
生
保
護
の
大
事
な
一
面

に
就
労
の
こ
と
が
あ
り
、
従
来
か
ら
の
協
力

企
業
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
本
当

に
有
難
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 私

も
こ
こ
１
〜
２
年
施
設
長
の
熱
い
思
い

と
就
労
指
導
に
見
守
ら
れ
、
お
寺
の
清
掃
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
仕
事
は
短
期
就
労
で

入
れ
替
わ
り
で
す
が
、
皆
、
朝
の
あ
い
さ
つ

は
明
る
く
よ
く
仕
事
を
し
て
く
れ
て
有
難
い

限
り
で
す
。
影
な
が
ら
一
日
も
早
い
更
生
と

社
会
復
帰
の
出
来
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

更
生
保
護
業
務
の
充
実
に
つ
い
て
は
千
葉

保
護
観
察
所
の
指
導
を
頂
き
「
就
業
規
則
」

の
改
正
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た

各
位
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援

特
に
町
内
・
な
か
よ
し
会
の
皆
さ
ん
、
各
地

区
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
の
方
々
の

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
本
当
に
有
難
く
思
い

ま
す
。
特
に
帰
性
会
賛
助
会
員
の
皆
様

方
に
は
更
生
保
護
行
政
に
ご
理
解
を
頂

き
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。 

今
後
共
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
合
掌
。 

                     

平成２２年９月１日 

更生保護法人 千葉県帰性会 題字：理事長 橋本 照稔 

千葉県千葉市若葉区貝塚町 27番地  tel 043-231-1610 fax 043-231-1621 
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千葉県帰性会だより 

『
ふ
く
で
ん
』
と
は
千
葉
県
帰

性
会
が
過
去
「
千
葉
福
田
院
」
と

称
し
た
こ
と
に
因
み
、
名
づ
け
た

も
の
で
あ
る
。 

「
福
田
」
と
は
佛
教
語
で
「
善
い

行
い
の
種
子
を
蒔
い
て
、
福
徳
の

収
穫
を
得
る
田
畑
」
と
の
意
味
で

あ
る
。 

題
字
を
書
い
て
戴
い
た
成
田
山
新
勝

寺
貫
首
で
あ
り
千
葉
県
帰
性
会
理
事
長

で
も
あ
る
橋
本
照
稔
氏
に
、
こ
の
広
報

誌
を
「
ふ
く
で
ん
」
と
名
付
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 
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新
し
い
施
策
に
期
待
し
て
・
・
・ 

 
 
 

千
葉
保
護
観
察
所 

統
括
保
護
観
察
官 

神 

村 
 

修 
   

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
山
に
戻
っ
て
い
い
の
か
？
」
彼

が
ボ
ソ
ッ
と
呟
い
た
の
は
更
生
保
護
施
設
に
入
っ
て
ま

だ
間
も
な
く
の
頃
で
し
た
。 

戦
災
孤
児
と
し
て
、
自
分
の
名
前
や
生
年
月
日
を
知

ら
ず
、
幼
少
時
は
物
乞
い
、
成
人
後
は
日
雇
い
人
夫
と

し
て
生
き
、
そ
の
後
は
１５
年
ほ
ど
山
の
中
で
、
時
に

狸
や
狐
と
会
話
し
、
時
に
山
野
草
を
煮
炊
き
す
る
と
い

っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
猫
の
餌
代

を
拝
借
に
神
社
境
内
に
出
没
し
御
用
。
起
訴
猶
予
と
な

り
、
更
生
緊
急
保
護
に
よ
り
都
内
某
更
生
保
護
施
設
に

入
所
し
た
の
は
今
か
ら
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
、
更
生
保
護
施
設
で
日
常
生
活
を
送
る
上
で

の
ス
キ
ル
指
導
を
受
け
、
さ
ら
に
家
庭
裁
判
所
で
新
た

に
戸
籍
を
立
て
、
現
在
は
ど
こ
か
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
族
等
か

ら
の
適
切
な
援
助
が
受
け
ら
れ
ず
、
高
齢
者
で
あ
る
た

め
又
は
障
害
等
を
有
す
る
た
め
に
社
会
内
で
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
し
、

法
務
省
と
厚
生
労
働
省
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
う

「
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
」
が
平
成
21
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
千
葉
県
と
千
葉
保
護
観
察
所
で
は
、
地

域
生
活
定
着
支
援
事
業
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
拠
点

と
な
る
「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
を

本
年
１０
月
１
日
と
す
る
べ
く
、
現
在
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

千
葉
県
帰
性
会
で
は
、
こ
の
地
域
生
活
定
着
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
又
は
障
害
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
、
か
つ
適
当
な
住
居
の
な
い
者
に
つ
い
て
、
社

会
福
祉
事
業
を
行
う
施
設
等
に
住
居
を
確
保
し
、
公
共

の
衛
生
福
祉
に
関
す
る
機
関
等
に
よ
る
必
要
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
『
特
別
処

遇
』
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

今
後
、
こ
の
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
高
齢
・
障
害
者
に
対
す
る
円
滑
な

社
会
復
帰
・
再
犯
防
止
策
に
つ
い
て
、
皆
様
方
の
御
支

援
・
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

   

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 

千
葉
保
護
観
察
所 

保
護
観
察
官 

 
峯 

岸 

昌 

矢 

   

日
々
、
被
保
護
者
と
面
接
を
重
ね
る
中
、「
仕
事
に

就
け
る
か
ど
う
か
不
安
で
す
」「
仕
事
が
決
ま
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
不
安
定
な
社
会
情

勢
の
中
、
千
葉
県
に
お
い
て
は
有
効
求
人
倍
率
が
０
．

４３
倍
（
平
成
２２
年
４
月
現
在
）
と
就
職
す
る
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
被
保
護
者
と
一
緒
に
就

労
支
援
（
法
務
省
と
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
た
総
合
的

就
労
支
援
施
策
）
を
受
け
る
た
め
、
職
業
安
定
所
に
赴

い
た
と
こ
ろ
、
求
人
情
報
を
検
索
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
端

末
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
職
を
求
め
る
人
で
満
席

の
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
職
を
求
め
る
人
の
多
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
比
較
的
よ
い
条
件
が
揃
っ
て
い
る
会

社
は
、
求
人
の
募
集
が
出
て
か
ら
早
め
に
申
し
込
み
を

し
な
け
れ
ば
、
競
争
率
が
高
く
な
り
、
採
用
さ
れ
る
可

能
性
も
低
下
す
る
と
の
説
明
が
同
所
の
担
当
者
か
ら
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
就
職
活
動
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
次

第
で
す
。
同
行
し
た
被
保
護
者
は
、
職
業
安
定
所
の
就

労
支
援
担
当
者
か
ら
様
々
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
一

生
懸
命
に
仕
事
を
探
し
た
結
果
、
幸
い
に
も
希
望
し
て

い
た
住
込
み
が
で
き
る
職
場
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

後
日
、
更
生
保
護
施
設
か
ら
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

必
ず
し
も
成
功
す
る
と
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
就
労
支
援
等
を
活
用
し
、
関
係
機
関

や
協
力
雇
用
主
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
改
善
更
生
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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昨
年
に
引
き
続
く
多
く
の
方
に
御
賛
助
い
た
だ
き
誠
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

【 

平
成
二
十
一
年
度
会
費
納
入
者 

】 

賛
助
会
員
（
順
不
同
、
敬
称
省
略
） 

 

個 

人  

岡
上
宏 

関
晴
子 

石
井
本
子 
田
中
成
章 

石
井
尭
慧 

橋
本
照
稔 

鈴
木
喜
美
子 
君
塚
淳 

加
藤
義
昭 

川
名
清
司 

安
藤
真
謙 

大
森
道
貫 

岡
野
康
男 

小
畑
哲
夫 

広
田
照
滋 

山
﨑
照
義 

五
井
野
照
秀 

鈴
木
照
彦 

旭
照
愿 

工
藤
照
淳 

岸
田
照
泰 

白
鳥
照
誉 

小
島
和
子 

石
川
隆
教 

島
根
康
堂 

深
山
俊
男 

佐
野
潤
一
郎 

角
田
奨 

押
尾
文
雄 

金
子
隆
昭 

木
田
信
秀 

市
原
優 

髙
橋
紀
男 

阿
地
敏
子 

岡
野
義
広 

佐
藤
誠
泉 

新
井
貞
男 

野
上
佳
成 

川
嶋
義
一 

関
義
央 

緒
方
隆
幸 

菊
池
紀
生 

藤
代
喜
道 

樋
口
利
治 

保
田
研
精 

山
本
晃
子 

二
宮
正
治 

北
村
和
英 

花
島
田
鶴
子 

内
山
松
江 

伴
春
男 

武
山
忠
孝 

山
崎
ト
ミ
エ 

山
崎
正
信 

平
野
明 

天
笠
榮
三 

 

団 

体  

京
葉
事
務
器
株
式
会
社 

宗
教
法
人
宗
胤
寺 

野
田

地
区
保
護
司
会 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
千
葉
中

央 

有
限
会
社
中
央
自
動
車
工
業 

宗
教
法
人
最
上

寺 

延
命
寺
（
富
津
市
） 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
龍

寺 

社
団
法
人
千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会 

千
葉

県
自
動
車
販
売
店
協
会 

千
葉
県
軽
自
動
車
協
会 

印
旛
地
区
保
護
司
会
成
田
支
部 

千
葉
市
仏
教
会 

円
勝
寺 

證
明
寺 

龍
正
院 

常
蓮
寺 

延
命
寺

（
千
葉
市
） 

印
旛
地
区
保
護
司
会
印
西
支
部 

印

旛
地
区
保
護
司
会
八
街
支
部 

成
田
山
深
川
不
動
堂 

自
性
院 

成
田
山
八
街
分
院
不
動
院 

秀
覚
寺 

印

旛
地
区
保
護
司
会
佐
倉
支
部
酒
々
井
町
分
会 

印
旛

地
区
保
護
司
会
佐
倉
支
部
四
街
道
市
分
会 

株
式
会

社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
木
更
津 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー

ズ
柏 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
総 

株
式
会
社

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
京
葉 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
新

千
葉 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
松
戸 

株
式
会
社

ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
総
武 

八
街
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
栗
山 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ

カ
ー
ズ
東
葛 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
小
見
川 

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
東
葉 

宝
樹
院 

宗
教
法

人
栄
福
寺 

有
限
会
社
尾
出
商
店 

株
式
会
社
昭
和

広
告
社 

ラ
ウ
ン
ジ
・
ミ
ン
ト 

宗
教
法
人 

光
明

寺 

唱
題
寺 

は
る
の
や 

千
葉
エ
コ
ー
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ 
冨
田
電
気
工
業
株
式
会
社 

八
街
Ｂ
Ｂ

Ｓ
会 

株
式
会
社
マ
ツ
ザ
キ
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス 

あ

い
お
い
損
害
保
険
株
式
会
社
千
葉
本
部
パ
ー
ラ
ば
ら 

 

善
雄
寺 

宝
樹
寺 

有
限
会
社
黒
川
商
店 

財
団
法

人
ア
ジ
ア
刑
政
財
団
千
葉
支
部 
株
式
会
社
ホ
ン
ダ

カ
ー
ズ
西
千
葉 

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
千
葉
東 

株
式
会

社
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク 

そ
の
他 

匿
名
の
方
々 

  

 

     

【 

平
成
二
十
一
年
度 

分 

】 

寄
付
者
（
順
不
同
、
敬
称
省
略
） 

  

個 

人  

加
瀬
光
子 

成
田
サ
エ 

山
下
て
る
子 

石
橋
毅 

長
岡
章 

安
井
洋
一 

髙
橋
み
つ
ゑ 

石
川
文
英 

伊
藤
孝
子 

坪
井
初
枝 

寺
田
み
江 

西
川
照
幸 

田
中
成
章 

君
塚
淳 

児
玉
重
夫 

長
谷
川
照
善 

坂
宮
敬
三 

石
井
本
子 

本
澤
俊
雄 

川
口
み
き 

松
﨑
征
一
郎 

村
上
佼
正 

岡
野
悦
子 

斉
藤
實 

杉
本
好
一 

野
村
良
雄 

真
鍋
樹
雄 

俵
谷
利
幸 

五
島
つ
ば
さ 

 

団 

体  

宮
内
庁
（
天
皇
陛
下
御
下
賜
金
） 

千
葉
県
流
通
商
防
犯
協
力
会 

野
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

中
央
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

更
生
保
護
法
人 

千
葉
県
更
生
保
護
助
成
協
会 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

有
秋
支
部 

八
街
少
年
院 

茂
原
市
更
生
保
護
女
性
会 

長
柄
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

花
見
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

若
葉
地
区
保
護
司
会 
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21.4.1 

～  

22.3.31 

＊ 

＊ 
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更
生
保
護
法
人 

自
誠
会 

稲
毛
地
区
保
護
司
会 

豊
和
建
設
株
式
会
社 

株
式
会
社
西
船
企
業 

長
柄
地
区
保
護
司
会 

銚
子
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

香
取
地
区
多
古
町
更
生
保
護
女
性
会 

千
葉
県
更
生
保
護
女
性
会
連
盟 

千
葉
市
更
生
保
護
女
性
会
連
絡
協
議
会 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 
南
総
支
部 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 
市
津
支
部 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

姉
崎
支
部 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

市
原
支
部 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

辰
巳
支
部 

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
「
ほ
ほ
え
み
」 

八
千
代
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

小
池
海
苔
店 

日
本
更
生
保
護
協
会 

千
葉
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟 

緑
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

貝
塚
第
一
町
内
会 

株
式
会
社
君
塚
鉄
筋 

船
橋
市
更
生
保
護
女
性
会 

稲
毛
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

習
志
野
市
更
生
保
護
女
性
会 

習
志
野
八
千
代
地
区
保
護
司
会 

八
千
代
支
部 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

三
和
支
部 

成
田
市
更
生
保
護
女
性
会 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

加
茂
支
部 

安
房
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

四
街
道
市
更
生
保
護
女
性
会 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

五
井
支
部 

松
戸
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

千
葉
市
保
護
司
会
連
絡
協
議
会 

若
葉
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

緑
地
区
保
護
司
会 

富
里
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会 

株
式
会
社
キ
ミ
カ 

自
誠
会 

な
か
よ
し
子
供
会 

有
限
会
社
丸
善
建
設 

ふ
る
さ
と 

中
央
地
区
保
護
司
会 

富
里
市
更
生
保
護
女
性
会 

市
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

睦
沢
町
更
生
保
護
女
性
会 

東
葛
飾
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

君
津
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

佐
倉
市
社
明
実
施
委
員
会 

一
宮
町
更
生
保
護
女
性
会 

京
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
に
こ
に
こ
稲
毛 

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
委
員
会 

株
式
会
社
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス 

長
生
村
更
生
保
護
女
性
会 

千
葉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
株
式
会
社 

市
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

ち
は
ら
台
支
部 

全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟 

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会 

株
式
会
社
一
心 

株
式
会
社
光
営 

中
台
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル 

長
野
県
佐
久
市
更
生
保
護
女
性
会 

そ
の
他 

匿
名
の
方
々 

寄
付
金
を
は
じ
め
、
作
業
着
な
ど
の
衣
類
・
米
や
野
菜

な
ど
の
食
品
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
生
活
用
品
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
品
々
を
寄
付
し
て

頂
き
ま
し
た
。
帰
性
会
で
の
生
活
・
自
立
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
御
寄
付
・
奉
仕
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

高
額
寄
付
者
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈 

平
成
二
十
一
年
度
（
順
不
同
、
敬
称
省
略
） 

法
務
大
臣
の
感
謝
状 

富 

津 

市 

株
式
会
社 

キ
ミ
カ 

千 

葉 

市 

千
葉
県
流
通
商
防
犯
協
力
会 

千 

葉 

市  

京
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
委
員
会 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

に
こ
に
こ 

稲
毛 

委
員
長
の
感
謝
状
（
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会) 

千 

葉 

市 

長
谷
川 

照
善 

千 

葉 

市 

株
式
会
社 

西
船
企
業 

銚 

子 

市 

安
井 

洋
一 

       

記念写真を撮影し、ささやかな

祝賀会を行っています 
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感謝状伝達の様子 

千葉保護観察所長さんから 

＊ 

＊＊・＊・＊ ＊ 

絵手紙サークル｢ほほえみ｣の皆さんより頂き
ました 今年も食堂を明るく飾っています 

＊・＊・＊ 
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堀
（
39
歳
・
千
葉
県
） 

 

私
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
Ａ
Ａ
メ
ン
バ
ー
と
し
て

平
成
十
九
年
十
一
月
よ
り
三
年
半
、
月
２
回
の
帰
性
会

で
行
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ａ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
通
わ
せ
て
頂

い
て
、
過
去
の
自
分
と
向
き
合
い
正
直
に
告
白
す
る
こ

と
で
飲
酒
、
借
金
、
逃
避
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
私
の
過
去
は
十
五
歳
で
酒
を
覚
え
て
か
ら

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
家
族
の
中
で
孤
立
し
、
定
職
を

持
た
ず
家
に
帰
ら
ず
飲
み
屋
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
に
入
り

び
た
り
そ
れ
ら
を
続
け
る
た
め
に
サ
ラ
金
か
ら
の
借
金

を
く
り
返
し
、
二
十
六
歳
の
時
借
金
の
返
済
が
で
き
な

く
な
り
家
族
に
知
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
逃
げ
る
よ
う
に

出
て
い
き
、
パ
チ
ン
コ
店
、
冷
凍
倉
庫
内
の
仕
分
け
、

風
俗
店
の
客
引
き
と
転
々
と
し
な
が
ら
酒
を
飲
み
続
け

る
た
め
に
借
金
を
く
り
返
し
、
い
つ
も
逃
げ
る
よ
う
に

職
を
離
れ
る
。
平
成
十
四
年
一
月
お
世
話
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
風
俗
店
酒
を
飲
み
続
け
る
た
め
に
店
の
レ
ジ

か
ら
売
上
が
金
を
盗
み
、
店
に
あ
る
ボ
ト
ル
を
勝
手
に

飲
み
続
け
た
。
レ
ジ
か
ら
抜
い
た
金
を
穴
埋
め
す
る
た

め
に
借
金
を
く
り
返
し
、
自
分
の
首
を
し
め
て
い
っ
た
。

四
年
後
の
平
成
十
八
年
に
は
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
も
払
え

ず
、
光
熱
費
も
払
え
ず
放
り
出
し
浮
浪
者
に
な
り
公
園

で
生
き
倒
れ
警
察
署
、
市
立
病
院
、
精
神
病
院
、
福
祉

に
助
け
て
頂
き
、
も
う
一
度
生
き
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

仲
間
と
一
緒
に
帰
性
会
に
通
い
始
め
た
頃
は
自
分
に

は
服
役
経
験
が
な
く
何
を
話
せ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
オ

ド
オ
ド
し
て
い
ま
し
た
が
日
頃
の
仲
間
と
の
か
か
わ
り

や
こ
こ
に
通
わ
せ
て
も
ら
う
な
か
で
過
去
経
験
し
た
こ

と
だ
け
を
見
つ
め
て
話
し
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
と
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
メ
ン
バ
ー
の
体
験
談
終
了

後
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
話
か
ら
自
分
と
同
じ
よ
う
な

経
験
さ
れ
た
話
を
聞
く
と
分
か
ち
合
え
た
気
が
し
て
う

れ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
原
文
の
と
お
り
） 

 

                

                             

千
葉
刑
務
所
の
墓
地
の
除
草
作
業
を
し
ま
し

た
。
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
１
名
い
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
千
葉
刑
務
所
で
長
く
服
役
し
た
方
で

し
た
。
墓
地
の
清
掃
は
、
受
刑
中
も
な
く
今
回
が

始
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
墓
地
は
、
刑
務

所
で
亡
く
な
り
引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨
を
埋
葬

し
て
い
ま
す
。
刑
務
所
さ
ん
か
ら
は
教
育
首
席
さ

ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
現
地
ま
で
飲
み
物
等
を
持
っ
て

来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 掃

除
が
終
わ
り
墓
地
が
綺
麗
に
な
り
、
奉
仕
し

た
私
た
ち
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。
誰
の
た

め
の
奉
仕
作
業
で
な
く
自
分
の
た
め
の
せ
め
て
の

社
会
奉
仕
で
し
た
。
会
に
帰
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
体
が
軽
く
感
じ
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
が
少
な

い
、
た
っ
た
１
名
で
し
た
が
、
１
対
１
の
被
保
護

者
と
の
貴
重
な
時
間
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
帰
性
会
職
員 

萱
原
） 

千
葉
刑
務
所
の
墓
地 
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毎月２回集まってお酒による問題

について勉強会をしています。 

清掃奉仕（草取り） 
砂利敷きの墓地ですが、草が

相当生えていました。 

千
葉
県
帰
性
会
に
通
い
続
け
て 

精神科医師によるアルコー

ル依存症についての講義 



平成 22年 9月 1日発行          更生保護法人 千葉県帰性会会報 「ふくでん」           第 5号 
                             

                             

                             

退所理由

円満退所
93%

勧告退所
0%

無断退所
4%

事故退所
1% その他

2%

グ ラ フ で み る 収 容 状 況  

21年度は、定員 20名のこの施設ですが、

1 日平均人員を 95％の 19 名として事業計画

を立てていましたが、平成 21 年度は，23.6

名もの近年にない多くの人を保護すること

ができました。今後も 1 人でも多くの人の

自立更生を支援し、明るい犯罪のない社会

作りに貢献したいと思っています。 
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年度別入会人員

113
109

143

93

139

91

104

0

20

40

60

80

100

120

140

160

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

年度別１日平均人員

21.1

18.8

23.6

20
18.3

2020.1

0

5

10

15

20

25

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

年度別退所理由

0

20

40

60

80

100

120

140

160

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 20年度 21年度

その他

事故退所

無断退所

勧告退所

円満退所

退所時の職業

無職者
42%

建設・労務
43%

運輸
3%

販売
3%

サービス業
7%

不詳
2%

退 所 先

就業先
29%

親  族
16%

知人･友人
4%

下宿・借家等
25%

社会福祉施設
2%

その他
12%

不  詳
12%

保護の期間

２月未満
24%

３月未満
21%

５日未満
7% 10日未満

6%
20日未満

9%

１月未満
7%

６月未満
25%

１年未満
1%

平成 21 年度 
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一
日
体
験
談 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被
保
護
者
（
34
歳
） 

 

今
回
社
会
復
帰
で
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
、「
建

築
・
土
木
」
の
会
社
へ
臨
時
に
行
く
事
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
の
心
の
内
は
不
安
で
一
杯
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
事
も
先
ず
今
だ
嘗
て
経
験
し
た
事
が

無
か
っ
た
の
で
私
の
よ
う
な
人
間
が
務
ま
る
も
の
な
の

か
と
自
問
自
答
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
然
し
、
施
設
長

さ
ん
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
言
葉
を
頂
い
た
の
で
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
私
の
不
安
が
的
中
し
た
か
の
よ
う
に
、

回
さ
れ
た
現
場
は
「
解
体
」
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体

力
仕
事
な
の
で
「
き
つ
さ
・
厳
し
さ
」
は
心
得
て
お
り

ま
し
た
が
、
正
直
、
初
め
の
気
持
ち
の
段
階
か
ら
体
力

が
も
た
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
何
に
せ
よ
何
年

間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私
の
予
想
以
上

に
体
が
動
か
な
く
、
ま
し
て
や
未
経
験
と
い
う
事
も
あ

り
、
何
を
し
て
よ
い
も
の
か
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
私
の
行
動
が
現
場
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
と
い
う
事
も
、
十
分
に
分
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
気
持
ち
を
察
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
無
駄
に
時
間
を

過
ご
す
よ
り
も
何
か
し
ら
役
に
立
た
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
、
現
場
の
方
に
聞
き
な
が
ら
仕
事
を
熟
し
ま

し
た
。
結
果
的
に
、
体
力
の
限
界
も
あ
り
ま
し
た
か
ら

一
日
し
か
働
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
厳
し
さ
を
知

っ
た
事
も
私
の
中
で
は
良
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
新
た
な
職
探
し
に
取
り
組
み
、
安

定
し
た
生
活
を
目
標
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
社
長
さ
ん
を
始
め

施
設
長
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

こ
の
よ
う
な
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ

仕
事
を
頂
け
た
事
有
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
戦

力
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
金
を
稼
ぐ
と
い

う
事
が
改
め
て
知
り
ま
し
た
。「
決
し
て
楽
に
は
稼
げ

な
い
」
今
後
も
、
心
中
に
収
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
原
文
の
と
お
り
）  

   

40
余
年
ぶ
り
の
娑
婆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被
保
護
者
（
58
歳
） 

昭
和
41
年
、
私
は
あ
る
県
の
小
さ
な
町
で
罪
も
恨

み
も
無
き
人
を
殺
め
ま
し
た
。
自
分
で
出
来
ず
共
犯
者

に
殺
さ
せ
ま
し
た
。
卑
怯
者
で
す
。
過
去
を
悔
い
深
く

反
省
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
場
合
奇
遇
と
申
し
ま
す
か
、

入
所
日
と
出
所
日
が
同
じ
で
す
。
現
在
千
葉
県
帰
性
会

に
お
世
話
に
成
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
こ
保
護
会
は
、

色
々
な
設
備
が
行
き
届
き
、
食
事
も
美
味
し
い
。
又
、

施
設
長
さ
ん
始
め
職
員
の
方
々
の
親
切
丁
寧
に
感
謝
し

て
居
り
ま
す
。
建
物
の
ま
わ
り
に
植
木
が
た
く
さ
ん
有

り
緑
に
囲
ま
れ
て
本
当
に
環
境
の
良
い
素
晴
ら
し
い
所

で
す
。
私
は
保
護
会
に
来
て
精
神
的
肉
体
的
に
10
年

若
く
成
り
ま
し
た
。
今
後
は
先
生
方
の
ご
指
導
を
受
け

一
日
も
早
く
自
立
で
き
る
様
に
努
力
し
ま
す
。
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
辺
で
私
の
感

想
文
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
原
文
の
と
お
り
） 
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帰
性
会 

評
議
員 

 

鶴
岡 

志
さ
江 

氏 

作品を手に 
当日お集まりいただ
いた皆さん 

絵
手
紙
グ
ル
ー
プ
「
ほ
ほ

え
み
」
の
代
表
者
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

６
年
程
前
か
ら
先
生
の
呼
び
か
け
で
先
生
の

自
宅
に
お
い
て
絵
手
紙
を
書
か
れ
て
い
る
「
ほ

ほ
え
み
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
名
も
先
生
が
名
付

け
ら
れ
た
も
の
と
の
こ
と
。
ご
近
所
の
方
６
名

ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
だ
そ
う
で
す
。 

８
月
の
12
日
午
後
２
時
こ
ろ
先
生
の
ご
自
宅
に
お

伺
い
し
て
作
品
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
絵
の
具
は
、
顔
料
と
か
を
使
っ
て

い
て
、
当
日
の
題
材
は
、
野
菜
で
し
た
。
長
く
続
い

て
い
る
秘
訣
は
「
へ
た
で
い
い
、
へ
た
が
い
い
」 

と
の
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
そ
う
で
す
。
で
も
皆

さ
ん
本
当
に
お
上
手
で

し
た
。
そ
れ
以
上
に
楽

し
そ
う
で
し
た
。
終
わ

っ
て
か
ら
ス
イ
カ
、
お

菓
子
な
ど
を
お
い
し
く 

頂
き
ま
し
た
。
当
会
の
食
堂
の
掲
示
板
に
は
、
い
つ

も
絵
手
紙
と
俳
句
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
季
節
の
変

わ
り
目
ご
と
に
俳
句
と 

と
も
に
入
れ
替
え
て
下

さ
り
在
会
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 



平成 22年 9月 1日発行          更生保護法人 千葉県帰性会会報 「ふくでん」           第 5号 
                             

 『
ふ
く
で
ん 

第
5
号
』
の
発
行
で
す
。 

例
年
に
な
く
本
当
に
熱
い
８
月
中
に
こ
の
広
報
誌
を

作
成
し
ま
し
た
。
い
つ
も
原
稿
を
集
め
る
の
が
遅
れ

て
余
裕
の
な
い
発
行
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
反
省

し
て
い
ま
す
。
多
々
、
誤
り
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
勘
弁
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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「御沙汰書 
及び 

御下賜金」 

平成 21年 12月 23日の天皇誕生日に際し、当会に対して

天皇陛下の思召しを宮内庁長官からの御沙汰書と御下賜金

という形で平成 21 年 12 月 25 日（金）午前 11 時から千葉

地方合同庁舎５階会議室にて伝達式が実施され、千葉保護

観察所の所長である石川信一殿から当会の理事長である橋

本照稔に伝達され、有難く拝受いたしました。 

伝達式には、来賓として千葉地方検察庁検事正はじめ多

くの団体の代表者が来て下さいました。当会については、

３回目の御下賜金（昭和 60 年 4 月 29 日、平成 9 年 12 月

23 日に続き）の拝受となりました。更生保護施設の使命を

再確認し、犯罪のない明るい社会づくりの一環としてより

一層の努力を致したいと思います。 

帰性会の活動にご理解・ご援助いただいた皆様に深く感

謝いたします。 

平成 21 年 12 月 25 日 千葉県帰性会は「御下賜金」を拝受いたしました 

 

 

 

 

千葉県帰性会でも ホームページを開設しています。 

昨年の春に、デザインを新しくしました。帰性会の名前の由来や施設の

ことなど内容も充実させました。今までに発行した「ふくでん」も紹介

しています。また、「今日のできごと」はブログとして仕事の合間に少

しずつ更新しています。ぜひ一度ご覧になっていただければと思いま

す。これからどんなことを載せていけばよいか、 

まだまだ考えながらの状態です。皆様のご意見・ 

ご感想・アイデアなど お聞かせください。 

 

－天皇誕生日御下賜金について－ 

毎年度、天皇陛下は 12 月 23 日の天皇誕生日に際

し社会福祉等の事業御奨励のため、優良私設社会

事業団体に対し、金員を下賜されています。 
（法務省の報道発表資料より引用） 

平成 21年 12月 23日付けの

宮内庁長官から御沙汰書 

千葉保護観察所長から千葉県帰性会

理事長に伝達された。 

ホームページアドレスは 

http://www.chibaken-kiseikai.org/ 
または 検索欄に『帰性会』と入力して 

検索してください。


